
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝 
大切な生き方 

親孝行 お父さんお母さんを喜ばす 

両親から、天から与えられた尊い命。 

尊い生き方がある。 

採用基準 4 月初任給で両親にプレゼント 

※両親に並んでもらい、その前に座って（畳は正座して）報告、お礼を言う。 

「社会人になって初めて給料をいただきました。（もらった感想を述べる）社会人として一人前になって、もっと

よい仕事ができるよう、これからもがんばります。」「私がここまでこられたのも、お父さん、お母さんのおかげで

す。感謝の気持ちを込めてプレゼントします。（プレゼントは両手で渡す）今まで育ててくれてありがとうござい

ます。（両手をついて心を込めて礼をする）」 

 

●今になって気付くことができました。  

私は今まで恥ずかしながら、親孝行という事は一度もしてきませんでした。どこか外食に行きたいと思っていたのです

が、緊急事態宣言という事で、私が自宅で夕食を作りました。両親に食べたいものを聞き、ローストビーフとパスタ、

ブッラータといちごのマリネを作りました。また、母の日ということもあった為、自分で花を選び、母の好きな花束を

作りました。22 年間、行きたい中学や高校、大学に通わせていただき、新体操も 14 年間やらせていただきました。私

のやりたいことをいつも 1 番に応援してくれてサポートしてくれたからこそ、好きなことを仕事にできています。高校

時代、私は母と部活の事で沢山喧嘩をしたりしました。当時は「なんで私の事を分かってくれないのか」と思っていま

したが、母は私の事を思って沢山ぶつかってくれたのだと、今になって気付くことができました。今回感謝の言葉を伝

えて、素直に言葉や態度で示すことの大切さを感じ、これからまた仕事に対しても気持ちも高まりました。いままで沢

山迷惑をかけてしまった分、両親に安心してもらうために、これから 1 人前の社会人を目指し日々精進します。 

 

●最高の「ありがとう！」 

去年、今年と厳しい環境が続く中、お給料を頂いている事に感謝しております。 

入社して 1 ヶ月が立ちました。現在は実家で過ごしています。大学生の頃は寮生活をしていたので、今は両親のあり

がたみを心の底から感じています。両親に初任給で家電のプレゼントと、最高の「ありがとう！」を気持ちに込めて

渡しました。父はお酒をよく飲むので、炭酸水を作る家電をプレゼントしました。渡してすぐに使ってくれていたの

で、プレゼントしてよかったなと思いました。母はデザートなど飲みものをよく飲むので、手軽なミキサーの家電を

プレゼントしました。「今の時代はこんな家電があるので便利」と喜んでくれている姿をみて、「これが人を喜ばす事

だ！」と感じました。去年、今年は大変な時期で非常に家族に助けられました。「やりたい事をやりなさい」と親に言

ってもらえる程、心強い言葉はないと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●この手荒れ一つ一つも… 

私は 4 月に頂いた初任給でお父さん、お母さんにプレゼントさせて頂きました。父には大好きな芋焼酎「佐藤 

白」をプレゼント「こんなに高いものはいらんのに」と照れながらも嬉しがってもらえました。今まであまり会話

の無い日々が続きましたがプレゼントを通して日々行っていること、会社のこと、仕事のことなどたくさん話をし

ました。話を聞く中で、社会人の先輩として学ぶことも沢山あるのだなと感じました。母には仕事や家事でどうし

てもでてしまう手荒れの予防としてハンドクリームをプレゼントさせて頂きました。これもとても喜んで頂き、た

くさん使うと言ってくれました。この手荒れ一つ一つも私のためにできた手荒れなのだなと思うと感謝の気持ちが

溢れてなりませんでした。今回プレゼントを渡すことで今まで気付かなかったことに気づけたこと、改めて親のあ

りがたみに感謝することができました。今回学んだ人を喜ばすことの大切さを他の人にも教えてあげたいと感じま

した。 

 

●家族は皆スポーツ好き 

初任給で母にサッカーグッズ、父にスポーツジャージを贈りました。私の家族は皆スポーツ好きで今でも地元のモ

ンテディオ山形の応援をしています。その中でも母は特にサッカー好きでホームゲーム戦を毎回の様に応援に行っ

ています。小さい頃からいつも連れていって貰っていたのでその恩返しも兼ねて母には好きな選手のユニホームを

贈りました。とても嬉しそうにしてくれ「着て応援するのが楽しみ」と言ってくれたので私もとても嬉しい気持ち

になりました。父とは小学生の頃から公園でキャッチボールをしたりサッカーをしたりなど外で一緒に遊んでもら

った記憶があります。また、今でも父は草野球チームで野球をしたりバドミントンをしたりなどとてもアウトドア

です。そんな父にピッタリだと思いスポーツジャージを贈りました。「カッコイイし普段でも着られる」と嬉しそう

にその場で着てくれました。両親に喜んでもらう事ができとても嬉しかったです。照れくさい部分もありましたが

ありがとうの気持ちも伝えられたので良かったです。 

社会人として社員として一人前になって 

もっと良い仕事ができるようこれからもがんばります 


